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平
田
村
農
業
委
員
任
命
書
交
付
式
が

７
月
20
日
、
役
場
で
行
わ
れ
、
村
長
か
ら

農
業
委
員
８
人
に
任
命
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
総
会
も

行
わ
れ
、
会
長
に
村
上
信
一
委
員
、
会
長

職
務
代
理
者
に
舘
岩
夫
委
員
が
そ
れ
ぞ

れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
村
上
信
一

農
業
委
員
会
会
長
か
ら
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
12
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
も
に
任
期
は
、
令
和
２
年
７
月

20
日
か
ら
令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、決
ま
る
！
　
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
の

　
　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

　
　

農
業
委
員
会
の
業
務
の
重
点
は
、
農
地
利
用
の
最

適
化
の
推
進
で
あ
る
こ
と
。

　

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積

　

・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
解
消
の
推
進

　

・
新
規
就
農
、
企
業
等
の
農
業
参
入
の
支
援

②
農
業
委
員
の
選
出
方
法

　
　

農
業
委
員
は
、
議
会
の
同
意
を
得
て
の
任
命
制
度

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
の
過
半
数
は
認
定

農
業
者
の
就
任
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　

農
業
委
員
会
が
定
め
た
区
域
ご
と
に
推
薦
さ
れ
た

者
や
公
募
に
よ
る
候
補
者
の
中
か
ら
農
業
委
員
会
が

委
嘱
し
ま
す
。

　
　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
を
推
進
す
る
た
め

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の
集
約
化
、
新
規
参
入

の
促
進
等
、
地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
が
主
な
業
務

に
な
り
ま
す
。
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遠藤　　満
（小　平）

生田目　洋
（小松原）

志賀　義政
（西山一）

二瓶　清作
（西山二）

大木　信之
（下蓬田）

渡邉　英雄
（蓬田新田）

鈴木　　孝
（東　山）

舘　岩夫
（永　田）

國井　隆志
（乙空釜）

村上　信一
（上北方）

佐藤　四郎
（下北方）

吉田　三夫
（中倉二）

宗像　六郎
（上蓬田）

吉田　晴彦
（駒　形）

遠藤　正広
（中倉一）

塩田　耕造
（九生滝）

阿部　正明
（蓬田新田）

石塚　一則
（打違内）

臼井　　忠
（中倉二）

三本松好德
（鴇　子）
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⑥2区

③
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2区 ⑦会長職務代理者

7 区

⑧会長3区

⑤

8区 ④
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②
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4区

農 業 委 員農地利用最適化推進委員
※議席番号順

◎農地利用最適化推進委員は、18行政区を８区に分け、それぞれの区域で活動することになります。

区域 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区

行政区 永　田
小松原

下蓬田
打違内
乙空釜

上蓬田
蓬田新田

九生滝
鴇　子

小　平
駒　形

西山一
西山二

東　山
上北方
下北方

中倉一
中倉二




